
遠距離恋愛支援システム(HALOP)

心拍と体温でつながる抱き枕
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概要：オンライン会議システムをはじめとして，LINEなど様々な通信技術により遠距離間でもコミュニ
ケーションがとりやすくなった．しかし，遠距離恋愛で悩む人は多い.遠距離恋愛は,距離が離れることに
よって頻繁に会うことが難しくなり,近距離よりもコミュニケーションを取る機会が少なくなる.普段のコ
ミュニケーションは電話やメール,LINE等を使ったものになり寂しさや不安を感じやすくなる.こうした
中,遠距離恋愛の寂しさや不安を払拭することに注目した支援システムは少なく,個人の努力で乗り越えて
いく必要がある. 本研究では,頻繁に電話ができなくても相手とのつながりを感じ,離れているという不安
感を払拭することを目的に,相手の生体情報を抱き枕で再現することで,安心感を得る遠距離恋愛支援シス
テム,HALOPを提案する.相手と時間を合わせることなく,つながり感を感じることができるため海外との
遠距離恋愛でも使用することが可能である.

1. はじめに

テレビ電話や LINEなど様々な通信技術により遠距離間
でもコミュニケーションがとりやすくなった．しかし，遠
距離恋愛で悩む人は多い．遠距離恋愛は，距離が離れるこ
とによって頻繁に会うことが難しくなり，近距離よりもコ
ミュニケーションを取る機会が少なくなる．普段のコミュ
ニケーションは電話やメール，LINE等を使ったものにな
り寂しさや不安を感じやすくなる．現在，近距離で恋愛を
していても就職や地方配属，海外転勤など遠距離恋愛にな
る可能性が大いにある．こうした中，遠距離恋愛の寂しさ
や不安を払拭することに注目した支援システムは少なく，
個人の努力で寂しさや不安を乗り越えていく必要がある．

2. 先行研究

遠距離恋愛に注目した研究に SyncDecor がある [1]．
SyncDecor は家具，日用品，調度品を遠隔地に設置し，
動きを連動させることによって相手の行動や雰囲気をさり
げなく伝えるものである．その中の 1つとして SyncTrash

がある．SyncTrash は遠隔地に置かれたゴミ箱が連動す
る．片方のゴミ箱の蓋を開けると，もう一方のゴミ箱の蓋
も開く．評価実験では，相手の行動がさりげなく伝わるこ
とにより，相手のことを思うことや，メールや電話などの
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コミュニケーションにつながったという結果が得られた．
遠隔地にいる相手の存在を強く感じる研究に Hugvieが

ある [2]．Hugvieは人型に近い形状をしたビーズクッショ
ンで，頭部に携帯電話を入れるホルダーがあり，そのホル
ダーに携帯電話を入れてクッションを抱きしめながら通話
するものである．人間としての必要最低限の見かけをした
メディアを抱きかかえたり，握ったりしながら対話するこ
とで相手の存在感を強く感じることができる．
この二つの研究は，動きを連動させることや，通話など
の同期型コミュニケーションによって相手の存在を感じ
ている．遠距離恋愛において，同じタイミングでコミュニ
ケーションを取ることや頻繁に電話ができる環境がある
と良いが，頻繁にできないのが現状である．遠距離恋愛で
離れている不安感や寂しさに対しては個人の努力で乗り
越えていく必要がある．そこで本研究では，頻繁にコミュ
ニケーションが取れない遠距離恋愛中のカップルや，海外
との遠距離恋愛をしているカップルを対象とし，同期型コ
ミュニケーションを必要としない方法を提案する．

3. 研究目的

本研究では，頻繁に電話ができなくても相手とのつなが
りを感じ，離れているという不安感を払拭することを目的
に，相手の生体情報を抱き枕で再現することで，安心感を
得る遠距離恋愛支援システム「HALOP」を提案する．相
手と時間を合わせることなく，つながりを感じることがで
きるため海外との遠距離恋愛でも使用することが可能で
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図 2 WEB アプリケーションシステムの構成
Fig. 2 Web Application System Configuration

心拍データを得ている．Fitbit API にアクセスするため
に，本研究では Python-Fitbitというライブラリを使用し
て心拍情報を取得するためのプログラムを作成している．
Python-FitbitはGitHubで公開しているため，クローンを
して使用している．アプリケーション開発の準備に Fitbit

社の公式サイトで開発者登録を行い， OAuth2.0の認証を
行う必要がある．開発者登録を行うと, OAuth 2.0 Client

IDと Client Secretを取得でき，作成するプログラムで使
用する．

4.3 WEBアプリの心拍音生成システム
図 2にシステムの概要図を示す．概要図の通り，Webア

プリ内では相手の心拍情報を使って心拍音の作成を行って
いる．心拍音の作成では，心拍に似た音を心拍の速さに合
わせて鳴らすことで心拍音を再現している．プログラムで
は，配列に入れた心拍数を 3秒ごとに読み込み，音を鳴ら
す速さを変えている．3秒ごとに読み込む理由は，前節で
述べている通り秒刻みの心拍データを得ているが， 1秒
1秒正確に情報を取得しているわけではなく概ね 3秒ごと
の心拍を得ていたためである．そのため 3秒の間に心拍の
変動はなかったとして，3秒ごとに心拍を呼び出すことに
した．音の再生はWebAudioAPIを使って心拍の音源をス
ケジューリングし，作成している．WebAudioAPIとは，
Web上でオーディオの処理や，合成などの複雑な加工を可
能にする JavaScript APIである．音の再生をするだけで
あれば HTML5の audio要素を使えば良いが，audio要素
にはスマートフォンで利用する際は，タッチイベントやス
クロールイベントといったユーザのインタラクション内で
しか再生できないという制約があり，WebAudioAPIを使
用するとインタラクション外でも音を再生できるため，本
研究で使用することにした．

5. 評価

評価にはアンケートでコンセプトの需要があるかどうか
の調査であるコンセプトテストを行った．アンケート内容
は以下の項目である．
• 遠距離恋愛で寂しいと思ったときにこのようなものが

図 1 システム構成
Fig. 1 System Configuration

ある．

4. システム概要
図 1 に本システムの構成図を示す．Fitbit altaHRを公

式アプリで同期し，心拍情報を記録し Fitbit APIに情報
を送信する．そして，Fitbit APIに自作プログラムでアク
セスし，秒刻みの心拍情報を取得する．取得した心拍情報
から自作したWebアプリ内で心拍音の作成を行う． Web

アプリを起動した状態のスマートフォンは抱き枕のポケッ
トの中に入れて使用する．抱き枕の中には，人の体温くら
いに温まる電気ヒーターと給電用のモバイルバッテリーが
入っている．抱きしめることによって体温と相手の心拍を
感じ，安心感やつながり感を得てリラックスできることが
期待される．以降の節では，抱き枕の内部システム，心拍
情報の取得方法，Webアプリのシステムについてそれぞれ
説明する．

4.1 抱き枕の内部システム
前節で説明したように，抱き枕の中には体温を再現する
ための電気ヒーターとモバイルバッテリーを入れている．
また，スマートフォンを入れて使用するため，スマートフォ
ンを入れるためのポケットも中につながるように入れて
いる．もとの抱き枕には，中身をあけることができるファ
スナーはついていないため，ファスナーを縫い付け中身の
出し入れをしやすくしている．スマートフォンを入れるポ
ケットは，スマートフォンがぴったりと入るサイズのポー
チを抱き枕の外側から入れられるように中とつなげて縫い
付けている．中身のほとんどは綿なので，温かさが伝わり
やすいように抱き枕の表面に近いところに電気ヒーターを
設置している．電気ヒーターの温かさは 3段階あり，一番
温度の高い「高」に設定すると丁度 36度くらいで人間の
体温を表現することができる．モバイルバッテリーは抱き
枕の首のあたりに設置している．首のあたりに設置するこ
とで頭が座るようになる．スマートフォンを入れるポケッ
トは，電気ヒーターの熱で熱くなってしまうのを防ぐため
に，ポケットと電気ヒーターの間に綿を詰めている．

4.2 心拍数の取得
心拍情報は，Fitbit APIにアクセスすることで秒刻みの
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図 3 アンケート結果 1

Fig. 3 Result of questionnaire 1

図 4 アンケート結果 2

Fig. 4 Result of questionnaire 2

あったらいいと思いますか (思う，少し思う，あまり
思わない，思わない)

• その理由 (自由記述)

• 心拍と体温を再現するというアプローチはどう思いま
すか (良い，まあ良い，あまり良くない，良くない)

• その理由 (自由記述)

• どんな機能があったらいいと思いますか (自由記述)

• HALOPをどんな時に使うと思いますか (自由記述)

5.1 評価結果
アンケートは 21名に行った．アンケート結果を図 3と

図 4 に示す．この結果からコンセプトの需要は概ね高い
といえる．HALOPがあったらいいと思う理由では「相手
を身近に感じられる」「ぬくもりが感じられる」「コミュニ
ケーションになる」などが挙げられた．また，あまり思わ
ない理由として，「怖い」という回答があった．心拍と体温
のアプローチに関しての理由は，「相手を体感できるのが

6. おわりに

本研究では，相手の生体情報を抱き枕で再現することで，
安心感を得る遠距離恋愛支援システム，HALOPの開発を
行った．今後の課題は，リアルタイムで心拍の送受信を行
うことと，心音に合わせて振動をするなどの動きの追加で
ある．
今後の課題は,リアルタイムで心拍の送受信を行うこと
と，心音に合わせて振動をするなどの動きの追加である．
リアルタイムでの心拍送受信は個人情報を扱うこともあり,

今回使用した心拍計では行うことができなかった.心拍計
を自作することや,リアルタイムで開発環境にアクセスす
ることができる心拍計を使って開発することによってリア
ルタイムで心拍を送受信することが可能になる.振動や動
きの追加に関しては,モーターを内蔵するなどして追加す
ることができると考える.また,これらの課題を解決するの
に加えて,遠距離恋愛中のカップルでの実証実験を通して
本研究の有効性の検証も行っていきたい．

謝辞 本研究を遂行するに当たって，NT加賀 2019にお
いて，多くの方々から HALOPを体験して頂き，さらにア
ンケートを実施させて頂きました．ここに記して深謝の意
を表します．
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いい」「安心感があるから」「生きていることが伝わるから」
などが挙げられた．他にどんな機能があったらいいと思う
かに関しては，「振動や抱きしめ返してくれるなどの動きが
欲しい」「リアルタイムの心拍を感じたい」が挙げられた．
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